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教育長答弁実録
（教育委員会）
（問）グローバル教育の充実に向けた本県独自の教育内容の具体化について
教育委員会では，更なるグローバル人材の育成に向け，今後10年間を展望した構想と当面５年間のアクションプランを具体化することとしている。

３年前から，小学校，中学校，高等学校と学習指導要領が，順次，改定され，英語の学習時間は着実に増加し，早い段階から英語に慣れ親しむ環境づくりも着実に進んでいるが，近隣のアジア諸国のうち，中国，韓国と比べると，中学校の英語教科書の英語の語彙では，大きく水をあけられており，英語を学ぶ環境，教育内容の一層の充実が求められていることは疑いようがないと思う。

本県では，この構想の先行的な取組として，国の「スーパーグローバルハイスクール」の指定を受け，独創的な取組を実践しようとしているが，本県は，どの学校を対象とし，どのようなカリキュラムを展開しようとしているのか，国の指定を活用した本県独自の教育内容について，教育長の所見を伺う。
（答）
国のスーパーグローバルハイスクール指定事業は，将来，国際的に活躍できるグローバル・リーダーを育成するため，環境問題など地球規模で取り組むべき課題を発見・解決できる人材などの育成に関する教育課程などの研究開発を行うことを目的としているものでございます。

本県といたしましては，広島高等学校を対象として，県内の大学や国際機関と連携し，

・途上国において現地の生徒と協働して社会課題に取り組む活動

・また，その経験や成果を基にした英語による論文の作成

など，グローバル社会で活躍できる人材として必要な力を身に付けさせるためのカリキュラムを開発するという内容で，文部科学省に申請を行っているところでございます。　
